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RCW 103は∼ 2000歳の若い重力崩壊型超新星残骸 (SNR)であり（Carter et al. 1997）、6.67時間の長い変動
周期を持つマグネタ̶（1E 161348-5055）が中心に存在する（De Luca et al. 2006）。一般的なマグネターの変動
周期は∼ 100 sであり (Enoto et al. 2019)、1E 161348-5055は、これらと比べて長い変動周期を持っている。マ
グネターを持つ SNRは少なく、どのような親星がマグネターになるのかは分かっていない。RCW 103の親星の
起源を探るために、我々は SNR中の ejecta及び星周物質に着目した。親星の起源を推定するには、SNRに含まれ
る元素組成比を正確に測定することが重要であり、測定の精度を上げるためには高いエネルギー分解能による輝
線の分離が必要になる。CCDを用いたこれまでの研究では、親星の推定質量は 18–20 M⊙(Frank et al. 2015)や
15 M⊙(Braun et al. 2019)などと定まっていなかった。この原因として、CCDのエネルギー分解能では≲1 keV
のNeや Feなどの輝線が分離できていないことが挙げられる。本研究では≲1 keVの輝線の解析に対して、現在
のところ最も適した検出器であるXMM-Newton衛星搭載の反射型回折分光器（RGS）を用いた。RCW 103の、
RGSによるX線精密分光観測の結果から、今までの観測では分光できていなかった Fe-LやNe-K、Mg-K、O-K
などの多数の輝線を検出した。本講演では解析結果を報告し、RCW 103の親星について議論を行う。


